
第2号様式
整理番号 10

提出日 2025年2月28日

分科会名

分科会長 事業者名
所在地
担当者名
メール
電話番号

１ 分科会の設立目的・趣旨・概要

２ 活動報告・活動結果

  ※活動計画書（第1号様式）の記載内容から変更なければ記載不要
活動計画書（第1号様式）に記載の通り

  ※成果報告会用の報告書で代用可能
別添「成果報告書」参照

活動計画書（第1号様式）に記載の通り

川崎市SDGsプラットフォーム分科会 活動報告書

「川崎雑紙３R促進研究会 地産地消効果の検証」分科会



川崎市SDGsプラットフォーム分科会
川崎雑紙３R促進研究会 地産地消効果の検証

令和６年度成果報告書
令和７年３月１０日



分科会構成

• 顧問；前川崎市長 阿部孝夫

元川崎市経済労働局長 伊藤和良

• 会長；株式会社祥朝 代表取締役 塚原正祥

• 理事；有限会社晃栄 黒﨑晃

川崎市立多摩病院 病院長 長島梧郎

一般社団法人川崎ゼロエミッション工業団地 事務局長 児玉仁勝

• 委員会；

・学術委員会；跡見学園女子大学 教授 安藤生大

・緑化かわさきフェアで紙類の３R一括管理プロジェクト実行委員会

協賛協力企業・団体

株式会社シーエスデー 公益財団法人川崎市産業振興財団 跡見学園女子大学

グリーンカーボンクラブ タカツクラフト

日本森林管理協議会(FSCジャパン)

• 会員；株式会社祥朝

コアレックス三栄株式会社

有限会社晃栄

川崎市立多摩病院

一般社団法人川崎ゼロエミッション工業団地



設立趣旨
 川崎市内におけるミックスペーパー分別

回収率および回収量の向上（リユース・
リサイクル）に対する研究

 同市内で当該ミックスペーパーをリユー
ス・リサイクルする事による地産地消効
果（CO2削減効果）の検証ならびに紙類
の３R一括管理によるサーキュラーエコ
ノミーの実現



設立背景
• 現在、川崎市内の一般家庭より排出されるミックスペーパーは回収率・

回収量ともに減少傾向にあり、令和３年の環境局データによると、回収
率は３０％台前半を推移し、回収量は約１０,０００トン程であるが、約
２０,０００トンは普通ゴミとして焼却処理されている

• 川崎市は市内に溶解処理工場がある利点を活用し、回収されたミックス
ペーパーを市内で資源としてリユース・リサイクルする事が可能

• 更に、リサイクルされた製品を市内で消費する事により、「川崎市内で
紙類の３R一括管理」を実現し、地産地消効果（CO2削減効果）とともに
紙類のサーキュラーエコノミーを目指す



今年度の活動
（令和６年度）
かわさき循環社会
プロジェクト

• 教育機関等への普及啓発
• 川崎市内各地で開催されたSDGsイベントにブース

出展し「みんなで体験！雑紙のリサイクル」を実施
• 市立平間小学校で開催された「平間SDGsフェス」

にて出前授業を実施
• 跡見学園女子大学安藤生大教授論文発表

• 機密文書回収ボックスによる資源化への活動
• 川崎市立多摩病院において、年間を通しての効果検

証

• 全国都市緑化かわさきフェアにおける普及啓発
• 「緑化かわさきフェア会場内で紙類の３R一括管理

プロジェクト」を実施



教育機関等への普及啓発
「みんなで体験！雑紙のリサイクル」

• 川崎市内各地で開催されたSDGsイベント
にブース出展し、跡見学園女子大学安藤生
大教授ならびに研究室の皆さんの協力のも
と「みんなで体験！雑紙のリサイクル」を
実施

• お菓子の箱などの板紙をリユース・リサイ
クルしてあらたな再生紙をつくる実験を通
じて「捨てればゴミ、分ければ資源」とな
る事を啓発

• 「かわさきSDGｓパートナーまつり」
令和６年１０月開催

• 「緑化かわさきフェア富士見公園会場」
令和６年１１月実施



教育機関等への普及啓発
「平間SDGsフェス」出前授業

• 「緑化かわさきフェア会場内で紙類の３R
一括管理プロジェクト」および川崎市立多
摩病院の「院内で紙類の３R一括管理プロ
ジェクト」活動を通じて「川崎市内で紙類
の３R一括管理」を実現し、地産地消効果
（CO2削減効果）とともに紙類の３R一括管
理によるサーキュラーエコノミーを目指す
事の重要性

• お菓子の箱などの板紙をリユース・リサイク
ルしてあらたな再生紙をつくる実験を通じて
「捨てればゴミ、分ければ資源」となる事を
啓発

ＳＤＧｓ実現へ児童が学習成果発表 川崎・平間小でフェ
ス、出前授業も公開 神奈川新聞 | 2025年1月31日(金) 05:20
ＳＤＧｓ実現へ児童が学習成果発表 川崎・平間小でフェス、出前授業も公開
| カナロコ by 神奈川新聞



教育機関等への普及啓発
「跡見学園女子大学安藤
生大教授論文発表」

Abstract
この論文では、小学生に対して、紙のリサイクルを体験
してもらうワークショップを開催し、実施前後の子供達
の環境意識の変化を調査した。その結果から、雑紙の回
収によるポイントの付与や、クイズなどのゲーム性を加
えたごみ分別支援AIアプリ「エコポン」の開発を計画し
た。そして、「ごみになった後でも消費者が責任をもっ
て分別回収に協力するための地域設計」として、「環境
配慮コミュニティ設計（CDfE）」を提案した。



機密文書回収ボックス
による資源化への活動

機密文書処理の現状

• 機密文書の処理はシュレッダー処
理が基本

• シュレッダーダストは再利用（リ
ユース）が困難なため焼却処理

• 令和３年に環境局が発表した川崎
市内の「事業系シュレッダーダス
ト焼却処分量」年間２,０００トン



機密文書回収ボックスによる資源化への活動
機密文書回収ボックス設置の必要性①

• シュレッダーダストは、本来は再利用
（リユース）が可能なミックスペー
パー

• 焼却処理と比較し、焼却ゴミの削減
（リデュース）ならびにCO2削減効果

• ２,０００トンの焼却ゴミの削減（リ
デュース）＝A4コピー用紙５億枚分の
焼却ゴミがゼロ

• CO2削減効果＝１５６,０００kg（自動
車で地球２５０周分の CO2排出量と同
等）



機密文書回収ボックス
による資源化への活動
機密文書回収ボックス設置
の必要性②

• 機密文書回収ボックスを使用する事で再利用（リユース）
が可能なミックスペーパーとして資源化

• 川崎市は市内に溶解処理工場がある利点を活用し、回収さ
れた機密文書を市内で資源としてリユース・リサイクルす
る事が可能

• 更に、リサイクルされた製品を消費する事により、「紙類
の３R一括管理」を実施し、地産地消効果（ CO2削減効
果）とともに紙類のサーキュラーエコノミーを実現



機密文書回収ボックスによる資源化への活動
機密文書回収ボックス設置の効果

• 機密文書回収ボックスを使用して２,０００トン
の機密文書を再利用（リユース）が可能なミッ
クスペーパーとして資源化したら・・・

• １,３００万ロールのトイレットペーパーとして
再生利用

• ２５万人分の年間使用量に相当
※経産省２０２０年発表データより算出





全国都市緑化
かわさきフェアにおける普及啓発

「川崎市内で紙類の３R一括
管理」を実現し、地産地消効
果（CO2削減効果）とともに、
紙類のサーキュラーエコノ
ミーを目指すミニチュア版と
して「緑化かわさきフェア会
場内で紙類の３R一括管理プ
ロジェクト」を実施



緑化かわさきフェア
会場内で紙類の３R一
括管理プロジェクト
• フェア全開催期間を通じて、富士見

公園・等々力緑地・生田緑地各会場
エコステーションにミックスペー
パー回収ボックスを設置

• 不要になったパンフレット等のミッ
クスペーパーを回収し川崎市内の溶
解処理工場で資源としてリユース

• リサイクルされたトイレットペー
パーを会場内で使用

• 会場内で紙類の３R一括管理を実現



アップサイクル回収ボックス
•ミックスペーパー回収ボックスは、緑化フェアの会場内に設置す
るため、アップサイクル回収ボックスを採用

•神奈川県内の間伐材製材所で排出された端材を利用して作製

責任ある森林管理に貢献するマーク
FSC®は持続可能な森林資源の利用と保全を両立するための制度です



全国都市緑化
かわさきフェアにおける普及啓発
かわさきFMラジオ出演

• かわさきFM市制100周年記念番組
「かわさき100ラジ」に出演

• 川崎市次の１００年に向けて「川
崎市内で紙類の３R一括管理」を
実現し、地産地消効果（CO2削減
効果）とともに、紙類のサーキュ
ラーエコノミーを目指すミニチュ
ア版として「緑化かわさきフェア
会場内で紙類の３R一括管理プロ
ジェクト」を実施する意義に付い
てお話しさせていただきました



次年度の展開
（令和７年度）
Kawasaki 3R

一括管理プロジェクト
 教育機関等への普及啓発

 回収ボックスによる３R一括管理
 環境配慮コミュニティ設計



教育機関等への普及啓発
市内小学校でミックスペーパー資源化の学習

資源化が可能なミック
スペーパーに関する知

識習得の必要性

「なにがミックスペー
パーかが分かりにく

い・・」

アプリ等を使用し、た
のしく知識習得可能な
仕組みづくりの工夫

「学習にゲーム性を加
えて、継続的な興味関

心を保つ」

回収したミックスペー
パーを資源としてリ

ユース・リサイクルし
た製品消費の重要性

「分別回収から消費の
ための資源化回収へ」

「小学校で紙類の３R
一括管理プロジェク
ト」実施の必要性

「小学校産トイレット
ペーパーの校内消費シ

ステムの構築」

児童の行動変容を
分析し、学習コ
ミュニティ拡大へ



回収ボックスによる３R一括管理
「ひろげようKawasaki 3R一括管理プロ
ジェクト」

機密文書回収
ボックスによ
る３R一括管

理



環境配慮コミュニティ設計の必要性
「石器時代の終焉は、石がなくなったからではない」

ザキ・ヤマニ サウジアラビア元石油相

効率的な資源化回収および当
該をリユース・リサイクルし
た製品の消費というサーキュ
ラーエコノミーを実現させる
コミュニティ設計の重要性

コミュニティが拡大すること
で「環境配慮コミュニティ設
計」という考え方を社会実装

させる事が可能

将来枯渇する資源確保の観点
からも、３Rに対する考え方
はリニア型（線型）からサー
キュラー型（循環型）への転

換が必要

石がなくなってから
では遅い・・・



ミックスペーパーの環境
配慮コミュニティ設計
「分別回収から消費のた
めの資源化回収へ」

ミックスペーパー
分別回収率は何故
向上しないのか？

分別回収率から資
源化回収率へ

自給率の付加（自
給可能率と自給実

現率を区分）



分別回収から消費のための資源化回収へ
「川崎市の現状分析と展望」

資源化回収からリサイクルされた
トイレットペーパーの市内消費シ
ステムは実施可能

資源化回収率＝約３０%

資源化回収量＝約１０,０００トン
減少傾向…

市内自給可能率＝８０％
リニア型３R=CO2可視化不可

市内自給実現率＝3R一括管理システ
ムが必要
サーキュラー型３R=CO2可視化実現


